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URL h世p：／，川ww.tayama mpu.ac.jp/ 
riw/takub酎su2003/index.html
世話人 小松かつ子（薬効解析セン合一）
｜入場鯨将｜側ご希望の加当日鋪口酎ぃムム l
・なお、会場内での撮影はご遠慮ください。
近年，地球的規模で現れる異常気象や人為的な自然破壊のため天然資源が減少している。そのため，中
国では環境保全や資源保護のために甘草や麻黄が輸出規制されるようになり，この傾向は今後，他の生薬
にも波及するように思われる。一方， 1993年に生物多様性条約が発効され，一外国産天然物を材料にした研
究がスムーズに行えないような状況が出てきた。生薬の供給不足は漢方を始めとする伝統医学の存続に係
わる重要な問題であり，また研究材料の制限は難治性疾患などの治療薬開発にブレーキをかけている。天
然資源を巡るこのような状況から，今回のテーマを「21世紀の和漢薬・創薬資源を考える」とした。
参加者数 149名（県内 91名，県外58名）
アンケー卜結果（セミナーで印象に残ったこと〉
・過去，現在，未来に向けて種々な分野の人の見解が聞けた。ただ，専門用語は難しかった0
．食薬区分の暖昧さを再認識した。
・遺伝子組換え作物の話が興味深かった。
－生薬の国産栽培についてとても印象に残った。
－国内に入れば同じ日局の生薬になり，指標成分が高いものが良いもののように扱われることもあるが，
「異地異質」，生薬の根本的なことを見逃さないようにしたい。
